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紀
美
野
町
民
歌
歌
詞
決
定
!!

一
、
山
む
ら
さ
き
に　

水
清
く

　
　

仰
ぐ
生
石
の　

峰
の
雲

　
　

花
咲
き
実
る　

田
園
は

　
　

豊
か
な
恵
み　

み
ち
み
ち
て

　
　

こ
こ
は
我
が
ま
ち　

そ
う　

君
の
ま
ち

　
　

永
久
に
う
る
わ
し　

紀
美
野
町

二
、
歴
史
の
歩
み　

し
の
び
つ
つ

　
　

文
化
の
か
お
り　

受
け
つ
い
で

　
　

新
た
に
築
く　

理
想
郷

　
　

豊
か
な
幸
に　

み
ち
み
ち
て

　
　

こ
こ
は
我
が
ま
ち　

そ
う　

君
の
ま
ち

　
　

永
久
に
栄
え
る　

紀
美
野
町

三
、
長
峰
は
る
か　

空
高
く

　
　

誓
い
新
た
に　

頼
も
し
く

　
　

明
日
の
希
望
を　

も
と
め
ゆ
く

　
　

豊
か
な
夢
に　

み
ち
み
ち
て

　
　

こ
こ
は
我
が
ま
ち　

そ
う　

君
の
ま
ち

　
　

永
久
に
輝
く　

紀
美
野
町

今
野
昭
子
さ
ん
（
紀
美
野
町
中
田
在
住
）

紀
美
野
町
民
歌

と 

わ

と 

わ

と 

わ

　

将
来
に
わ
た
り
紀
美
野
町
が
私
た
ち
に

と
っ
て
、
豊
か
な
町
、
活
気
あ
る
町
、
幸

せ
の
町
と
し
て
発
展
す
る
願
い
と
、
町
民

に
愛
さ
れ
、
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
る
よ
う

な
町
民
歌
の
歌
詞
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
多
数
の
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
中

か
ら
、
今
野
昭
子
さ
ん
の
作
品
が
入
選
し

ま
し
た
。
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
入
選
１
点　

今
野
昭
子
さ
ん

 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
美
野
町
中
田
）

■
佳
作
２
点　

折
阪
す
ず
子
さ
ん

 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
美
野
町
梅
本
）

 
 
 
 
 
 

中
尾
健
司
さ
ん

 
 
 
 
 
 
 
 

（
紀
美
野
町
小
畑
）

※
現
在
専
門
家
に
作
曲
を
依
頼
し
、
11
月

の
文
化
祭
で
発
表
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
19
年
第
３
回
紀
美
野
町
議
会
定
例

会
は
、
９
月
10
日
に
招
集
さ
れ
、
21
日
ま
で

の
12
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
、
平
成
19
年
度
各
会
計
補

正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
改
正
、
工
事

請
負
契
約
の
締
結
な
ど
案
件
23
件
が
上
程

さ
れ
、
審
議
の
結
果
12
議
案
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
一
般
会
計
な
ど
11
件
の
平
成
18
年

度
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会

に
付
託
を
し
、
12
月
定
例
会
ま
で
審
査
さ

れ
ま
す
。

 

議 
 

案

条
例
の
改
正

□
紀
美
野
町
ふ
れ
あ
い
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結

□
町
道
谷
線
道
路
改
良
工
事

　

契
約
金
額
（
１
億
３
７
４
万
円
）

□
河
北
・
志
賀
野
簡
易
水
道
統
合
工
事

　

契
約
金
額
（
９
６
０
７
万
５
千
円
）

※
平
成
19
年
度
各
会
計
補
正
予
算
は
、
左

表
の
と
お
り
で
す
。

平成19年度　補正予算 （△は減額　　単位：千円）

会　計　区　分 補正額 補正後の歳入
歳出予算額

一　　般　　会　　計� 137,063� 7,633,206

� 国民健康保険事業特別会計� 41,926� 1,595,426

� 国民健康保険診療所事業特別会計� 1,430� 126,347

� 介護保険事業特別会計� 2,464� 1,204,892

� のかみふれあい公園運営事業特別会計� 23,375� 72,125

� 農業集落排水事業特別会計� ±0� 26,199

� 野上簡易水道事業特別会計� 11,172� 214,194

� 美里簡易水道事業特別会計� △163� 492,002

企　　　業　　　会　　　計�      

� 上水道事業会計（資本的収支）� 13,650� 60,393

特

別

会

計

公
営

企
業
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平
成
19
年
度
紀
美
野
町
敬
老
会

が
、
9
月
8
日
（
土
）
中
央
公
民
館

に
お
い
て
、
ま
た
、
9
日
（
日
）
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
、
75
歳
以
上
の
招
待
者

2
、
4
4
6
名
の
う
ち
、
2
会
場
合

わ
せ
て
1
、
0
0
9
名
の
方
々
が

元
気
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
寺
本
町
長
が
「
大

勢
の
皆
様
方
が
お
元
気
で
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
」
と
挨
拶
。

続
い
て
模
範
老
人
（
21
人
）
及
び
敬

老
篤
行
者
（
2
人
）
、
そ
し
て
、
こ

の
1
年
間
に
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
方
（
3
人
）
が
町
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓

の
方
々
よ
り
ご
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
最
後
に
模
範
老
人
と
し
て
表

彰
の
栄
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
林　

達
男
さ
ん
（
福
井
）
と
、
国
吉
地
区

の
仲
尾
孝
一
さ
ん
よ
り
、
敬
老
会

参
加
者
を
代
表
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
2
部
の
演
芸
で
は
、

田
川
寿
美
さ
ん
の
唄
と
正
司
敏

江
・
玲
児
さ
ん
の
漫
才
に
、
拍
手

や
笑
い
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が

り
、
皆
さ
ん
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

ご

長

寿

を

祝

う

２
会
場
で
和
や
か
に
開
催

平
成
19
年
度
紀
美
野
町
敬
老
会

演
芸
を
楽
し
む
お
年
寄
り

謝
辞
を
述
べ
る
仲
尾
孝
一
さ
ん（
写
真
上
）と

林　

達
男
さ
ん（
写
真
下
）

　

こ
の
度
、
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
助
成
を
受
け
、
各
種
草
刈

機
を
購
入
し
ま
し
た
。
今
後
、
紀

美
野
町
の
景
観
保
全
に
大
い
に
活

躍
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
同
財
団
で
は
、
宝
く
じ

受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
と
宝
く
じ

の
普
及
広
報
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

第25回「人権の花運動」
今年は優秀校に小川小学校、
　　　志賀野小学校が選ばれました。

　人権啓発活動の一環として、和歌山県人権擁護

委員連合会が毎年県内の小学校を対象に実施され

ているもので、今年は101校の応募があり、紀美

野町では次の学校が受賞されました。

優秀賞　　小川小学校、志賀野小学校

奨励賞　　毛原小学校、下神野小学校

　新潟県中越沖地震により被災された方々に対するお見舞

いとして、紀美野町では、7月18日から8月末日まで、被

災者への義援金を受け付けておりました。皆様のご協力の

おかげで、71,186円の義援金が集まり、9月11日に新潟県

災害対策本部に送金しましたのでご報告いたします。

　皆様のご支援、ご協力ありがとうございました。



☆商店主、ビルのオーナー、企業の方々、建設関連業者の方々、
　フロン類回収業者の方々にお知らせです！

4

お問い合わせ先

　紀美野町シルバー人材センター

　電話　495-3467

　

紀
美
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
今
年
４
月
に
設
立
し
、

約
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

業
務
開
始
以
来
、
み
な
さ
ま
に

多
く
の
ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ら
、
仕
事
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、

見
積
（
無
料
）
に
お
伺
い
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下

さ
い
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
仕
事

を
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
さ
ん
の

募
集
も
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
毎
月
第
３
火
曜
日
、
午
前
10

時
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
役

場
神
野
支
所
内
）
に
お
き
ま
し

て
、
入
会
説
明
会
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ

い
。（
紀
美
野
町
に
お
住
ま
い
の
、

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
方
で
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の

主
旨
に
賛
同
し
て

い
た
だ
け
る
方
を

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
）

☆商店主、ビルのオーナー、企業の方々、建設関連業者の方々、
　フロン類回収業者の方々にお知らせです！

フロン回収・破壊法が改正され、行程管理制度が導入されました（施行は平成19年10月1日です）

ユーザー・ビルオーナーの義務
罰則：1年以下の懲役又は50万円以下の罰金

フロン類が充填された業務用冷凍空調機器を廃棄する場合

○下図の行程管理のシステムの中で、回収依頼書／委託確認書を交付・写しの3年間保存

○回収業者より送付される引取証明書／引取証明書写しの3年間保存

○回収依頼書/委託確認書を交付した後30日以内（建物解体時90日以内）に引取証明書/引取証明

　書の写しが送付されない場合は県知事（県環境管理課）へ報告

（フロン類が回収される代表的な流れ）

建物工事元請業者

建設業務委託

機器の廃棄者＝ビルの
オーナーや商店主等

フロン類引渡受託者
・設備業者
・解体業者　
・産廃業者
・リサイクル業者等

フロン類回収業者

①特定解体工事元請業者
（建物解体時の対象機器の確認）
・フロン類を含む機器の有無の確認をし、結果につ
いて発注者（機器の廃棄者）に書面（「事前確認
書」）を交付・説明。

②機器の廃棄者
・フロン類の引渡しを他の者に委託する場合、「委
託確認書」の交付及びその写しの保存（3年間）。

・フロン類回収業者から交付された「引取証明書」
の写しの保存（3年間）。

③第一種フロン類引渡受託者
・「委託確認書」をフロン類回収業者に回付及びそ
の「写し」の保存（3年間）

・フロン類回収業者から交付された「引取証明
書」を保存（3年間）

④フロン類回収業者
・フロンを回収した後、「引取証明書」を、廃棄者及
びフロン類引渡し受託者に交付及びその「写し」
を保存（3年間）。

①

② ③

④

（連絡先）
和歌山県 環境生活部 環境管理課

（電話073－441－2688）
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9
月
1
日
（
土
）
、
美
里
河
川
愛

護
会
の
呼
び
か
け
に
よ
り
貴
志

川
、
真
国
川
の
一
斉
清
掃
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
各
種
団
体
を
は
じ

め
一
般
参
加
者
な
ど
約
1
5
0
名

の
参
加
が
あ
り
、
河
原
や
道
路
沿

い
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
、
空
き

瓶
、
そ
の
他
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
月
2
日
（
日
）
に
は
リ

バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、

“
貴
志
川
を
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
に
し

よ
う
”
を
合
言
葉
に
、
第
16
回
が

た
ろ
大
作
戦
（
貴
志
川
の
大
掃

除
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
各
種

団
体
を
は
じ
め
一
般
参
加
者
な
ど

約
3
0
0
名
が
8
班
に
分
か
れ
、

貴
志
川
（
落
合
橋
か
ら
小
畑
間
）

で
河
原
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や

金
属
類
な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め

ま
し
た
。
8
隻
の
ボ
ー
ト
も
使
わ

れ
、
こ
の
日
回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ

は
、
2
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
４
台
分
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
に
は
暑
い

中
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

8
月
20
日
、
第
4
回
シ
ル
バ
ー

交
通
安
全
大
学
が
文
化
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
11
名
は
、
海
南
警
察
署

福
田
交
通
課
長
の
指
導
の
も
と
、

夜
間
の
服
装
や
反
射
材
の
効
果
、

蒸
発
現
象
等
を
実
施
し
、
夜
間
運

転
及
び
歩
行
の
注
意
点
を
学
び
ま

し
た
。

☆
町
民
の
皆
様
！ 

夜
間
は
、
明

る
い
服
装
を
着
用
し
、
反
射
材
等

を
着
け
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
！
☆

（9月1日・福田地区で）

がたろ大作戦（9月2日・下佐々地区で）

夜間の運転や歩行時の注意点を学ぶ受講者
　

9
月
13
日
、
農
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
第
2
回
紀
美
野
町
交
通
安

全
高
齢
者
教
室
・
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
高
齢
者

1
2
5
名
（
男
性
67
名
・
女
性
58

名
）
は
、
高
齢
者
教
室
で
海
南
警

察
署
の
福
田
交
通
課
長
か
ら
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
の
重
点
に
つ

い
て
の
講
義
を
受
け
た
後
、
ゲ
ー

ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会
（
8
ホ
ー

ル
）
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
数
字
は
ス
コ
ア
で
す
。

【
男
性
】

優　

勝　

明
賀
宏
文（
毛
原
宮
）39

準
優
勝　
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健康・福祉
ガイド
健康・福祉
ガイド

健康・福祉
ガイド

○第一保育所　１０月　２日（火）・１６日（火）　℡４８９－２１４４�  
○第二保育所　１０月１５日（月）・２２日（月）　℡４８９－４９５３�  
○小川保育所　１０月　５日（金）・１９日（金）　℡４８９－２４０５�  
○神野保育所　１０月　３日（水）・１７日（水）　℡４９５－２０４９�  
○毛原保育所　１０月１０日（水）・２４日（水）　℡４９９－０１３１�  

健 康 相 談
健康診断書の作成
一般健康相談

10月９日（火）　9：00～11：00
10月23日（火）　9：00～11：00

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　9：00～17：00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談
10月９日（火）　9：00～11：00
10月23日（火）　9：00～11：00

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

10月９日（火）　10：00～11：00
10月23日（火）　10：00～11：00
※　予約制です。

エ イ ズ 即 日 検 査
検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断され
た場合は約２時間後）にお知らせします。

８ 月28日（火）　17：00～19：00
※　予約制です。

検 便
10月９日（火）　9：00～11：00
10月23日（火）　9：00～11：00

こころの健康相談
心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。

10月４日（木）　14：00～
10月10日（水）　9：00～
10月18日（木）　13：30～
※　予約制です。

○コアラ　　　１０月１０日（水）９：３０～１１：３０　子育て支援センター（親子で体操）
○カンガルー　１０月３０日（火）９：３０～１１：００　自然体験世代交流センター
なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

毎 週 月 曜 日／午前9時～11時30分
　　　　　　　　　　午後2時～4時30分
第1・3・5週の木曜日／午前9時～11時30分

毎月　第2・4週の木曜日／午前9時30分～11時30分

鎌滝636（℡495－3127）

センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

日時：10月23日（火）13：30～16：00
場所：自然体験世代交流センター

内容：秋のヘルシー料理
　　　（高血圧予防）

日時：10月25日（木）13：30～16：00
場所：長谷宮集落センター

内容：秋のヘルシー料理
　　　（高血圧予防）

日時：10月６日（土）�13：30～15：00（受付）　場所：総合福祉センター
※皆さんお越しください
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障害者巡回相談のお知らせ障害者巡回相談のお知らせ

第１回精神障害者家族教室のお知らせ

対　象　者

精神障害の方・家族の方

身体障害や知的障害の方・
家族の方

月　　日

10月２日（火）

10月17日（水）

場　　　所　・　時　　　間

総合福祉センター　9時30分～正午
神野支所　　　　　13時30分～16時

総合福祉センター　9時30分～正午
神野支所　　　　　13時30分～16時

予　　約　　先

野上厚生病院内相談支援事業者
電話489-2908

療育センターＡＯＩ
電話　483-0454

あおい

　指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　障害のある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護の
ための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。
　なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

健康づくりコーナー

＊遠くを見る
　近くを見続けていた場合には、短い休憩を挟み、ぼんやり遠くを眺
めてみましょう。

＊パソコンのモニターを工夫
　目線が上向きだと目を見開くため乾燥しやすくなります。モニター
はやや見下ろす位置にすることで、疲れを改善することが出来ます。
　モニターに蛍光灯や外光が映り込むとモニターが見づらくなり、疲
れ目の原因になります。モニターの向きを変えたり、窓にブラインドやカーテンをつけたりする工夫をしましょう。

＊冷暖房
　　エアコンの乾燥した風は、ドライアイの原因になるので注意しましょう。
　　暖房を使うと空気が乾燥するので、加湿器を使ったり、定期的に外気を取り入れるなど工夫が必要です。
＊お風呂に入ってリラックス

　睡眠時間を長時間取っても、眠りが浅いと、なかなか疲れが取れないことがあります。神経が高ぶって眠れな
いときは、ぬるめのお風呂でよく身体を温めるようにしましょう。

疲れ目度チェックしてみませんか？

チェックが入った数はいくつでしたか？？

―いますぐ自分でできる!目の疲れ改善アドバイスー

　臓器移植は、県民の皆様から善意の臓器
提供があって成り立つものです。
　あなたの意思で助かるいのちがあります。
　意思表示カード・シールにご自身の意思
を表示して携帯することをお願いします。
　意思表示カード・シールは市町村役場、
保健所等に備えています。
　詳しくは（073）441-2643県庁健康対策課
まで

□　目が重い� □　目が充血している� □　目がショボショボする

□　目の疲れと共に頭痛もする� □　目が乾いた感じがする� □　肩こりがひどい

□　目が痛い� □　イライラすることが多い� □　わけもなく涙が出ることがある

□　最近寝不足だ� □　パソコンを長時間使っている

　０～　２個　　疲れ目度　　小　　あまり疲れていないようです

　３～　９個　　疲れ目度　　中　　疲れ気味です。早めにケアして疲れ目を解消しましょう

１０～１１個　　疲れ目度　　大　　かなり疲れています。早急な対応が必要です

☆10月は臓器移植普及推進月間

「いのちへの優しさとおもいやり」
 目が疲れる、目がかすむ、ものがよく見えない、目が充血する、
視野の一部が見えない、目の中に虫のようなものが見える等の症状
はありませんか？
 目の病気も早期発見、早期治療が重要です。
 「目の愛護デー」を機会に目の大切さについて考えてみませんか？
また、視覚障害に悩む人が角膜移植を受けて視力が回復できるよう
に「愛と健康の贈りもの」として死後の献眼登録をお願いします。
　献眼登録についてのお問い合わせは（073）424-7130（財）和歌
山県角膜・腎臓移植推進協会まで。

☆10月10日は目の愛護デー

「元気な瞳、応援します。」

日　　時：10月19日（金）　午後2時～4時
場　　所：海南保健所　大会議室
内　　容：講演「統合失調症はどんな病気？
　　　　　～病気の特性・症状・経過について～

講　　師：医療法人宮本病院　村垣　雅代先生
対 象 者：精神障害者の方を抱える家族
申し込み：10月15日（月）まで海南保健所に申し込んでください
　　　　　電話0 7 3 - 4 8 2 - 0 6 0 0
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　老齢年金を受給している方のうち、その年に

受け取る年金額が108万円以上（65歳以上の方

は158万円以上）の方に対し、「公的年金等の

受給者の扶養親族等申告書」が10月中に社会

保険業務センターから送付されます。

　これは、平成20年に支払われる年金から差

し引かれる所得税額を決める際に、所得控除す

るものがあるかどうかお知らせいただくもので

す。申告書が提出されていないときは、申告書

を提出された場合に比べて、年金から所得税が

多く差し引かれることになります。　

　12月3日までに、必ず提出してください。

※前年の申告内容に変更がない方も提出が必要

です。

その他国民年金に関してのお問い合わせ先

住民課 ℡489－5903、住民福祉室 ℡495－3463
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家庭用電気式生ごみ処理機の
　　　　　　購入補助について

役場公用車の売却のお知らせ！

　紀美野町では、家庭のごみ減量化推進のため、家庭

用電気式生ごみ処理機（ディスポーザータイプは除

く）の購入者の方に補助金を交付します。

１．補助金額

購入金額（処理機本体価格（消費税を含む。））の3分

の1以内（百円未満切捨て）で上限は、20,000円です。

２．対　　象

　　○町内に住所を有し、かつ、居住している人

　　○町税を完納されていること

３．補助台数　20台程度（1世帯1台限り）

４．受付期間　平成19年10月9日から

　　　　　　　　　平成19年10月31日まで

　　　　　　　（開庁時間内にお願いします。）

　　　　　　　（但し、土曜日、日曜日を除く）

　　（注）希望者多数の場合は抽選となります。

５．補助申請手続きに必要な書類等

　○購入前に提出していただくもの

（1）申請書・計画書（紀美野町住民課及び神野支所住

民・福祉室にご用意しております。）

（2）見積書（購入する電気式生ごみ処理機のカタロ

グ等添付）（見積書は複写後返却いたします。）

　○購入後に提出していただくもの

（1）実績報告書・設置完了届及び補助金交付請求書

　　（補助金交付決定通知書に同封します。）

（2）領収書（購入者の氏名が明記されているもの）

（3）メーカーの保証書（購入者・販売店等が明記され

ているもの）

　　☆上記領収書及び保証書は複写後返却いたします。

※申請及びお問合せは、紀美野町住民課（電話489－

5903）又は、神野支所住民・福祉室（電話495－3463）

までお願いします。

公用車を入札により売却します。一般の方も自由に参加
して頂けます。
入札参加資格…名義変更ができる方（印鑑証明・車庫

証明が取得できる方）
①車　　　　種…マツダ・タイタン（2tダンプ）低床
　登 録 年 度…平成11年9月
　検査有効期間…平成19年10月27日
　型　　　　式…KK－WG3AD
　排　気　量…4.33kwl
　燃　　　　料…軽油
　走 行 距 離…19,000km
　最低落札額…520千円
②車　　　　種…ニッサン・アベニール自家用バン
　登 録 年 度…平成6年6月
　検査有効期間…平成19年8月30日（車検切れ）
　型　　　　式…T－VENW10
　排　気　量…1.59kwl
　燃　　　　料…ガソリン
　その他の仕様…5速ミッション4WD
　走 行 距 離…79,070km
　最低落札額…100円
名義変更諸費用は落札者の負担です。
入札方法：企画管財課に入札書を郵送又は持参。最高金
額入札者に落札します。入札受付期間：平成19年10月
3日より平成19年10月11日午後5時必着
詳しくは企画管財課（TEL073－489－5913）にお問
い合わせください。
※説明書、入札書は役場本庁企画管財課及び神野支所総
務・税務室で配布します。

毎年10月は和歌山県食育推進月間です

食べることは学ぶこと、考えよう皆と私の食の未

来！（朝食で、いきいきした１日を始めましょう）

紀美野町
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町営住宅入居者募集について
　下記により町営住宅入居者の募集を行います。応募に
際し入居資格等が定められておりますので、詳しくは申
込要項をご覧ください。申込要項は、最寄の役場本庁・
支所・出張所で配布しております。

募集期間：平成19年10月1日（月）～12日（金）午後5時（必着）
　なお、募集期間において申込みのない場合は、次の募
集まで随時受付を行うものとします。

入居資格等について（詳しくは要項をご覧ください）
（1）同居又は同居しようする親族があること。
（2）申込世帯員全員の算定月収額が200,000円以下である

こと（裁量世帯については268,000円以下であること）。
（算定月収額は、俗にいう収入とは異なります。算定方
法について詳しくは企画管財課へお尋ねください。）

（3）現在、住宅に困窮している方。
（4）申込時までの住民税、固定資産税、国民健康保険税等

を滞納していないこと。
（5）家賃、敷金を支払う能力があること。

　10月27日（土曜日）、この春、開校しました本校の、
第一回学校祭を下記の日程で開催いたします。当日は模
擬店（たこ焼き、おでん、カレーライス等）や、お茶室
やバザー、また健康チェックコーナーなど、趣向をこら
せた内容を考えております。
　多くの皆様のおこしを、心よりお待ちしております。

　就職に有利な専門的知識や技能を習得します。
募集訓練科
・情報システムサービス科
・電気設備科
・CAD製図科
訓練期間
11月1日（木）～4月28日（月）
　CAD製図科のみ11月1日（木）～1月29日（火）
募集締切期日
　10月19日（金）
受講料　無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ先　　

独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山セン
ター訓練第一課　電話073（461）5649

地域社会全体で子育て家庭を応援するた
め、協賛店舗の皆さんのご協力により、

「家庭の日」（毎月第3日曜日）や「育児の
日」（毎月19日）などにおいて、料金割引
や各種特典など子育て家庭に優しい様々
なサービスを提供しています。

原則として中学生以下の家族連れ。（優待
券の提示が基本ですが、協賛店舗によっ
ては、優待券がなくても、また、18歳未満
の家族連れでも、子ども連れでなくても、
サービスを受けることができます）

飲食料金や子ども用品の割引、ドリンク
サービスやポイントサービス、育児情報
や育児サービスの提供等。

店頭にシンボルマーク入りステッカーの
掲示のある店舗。
協賛店舗やサービス内容、優待券等は、次
のホームページに掲載しています。
http://www.cypress.ne.jp/
　　　　　wakatsu/fureai/index.html
なお、詳しくは、協賛店舗にお問い合わせ
ください。
※　協賛店舗は随時募集しています。

和歌山県子ども未来課
TEL：073-441-2492　FAX：073-441-2491
和歌山県青少年育成協会
TEL：073-435-5236　FAX：073-435-5238

2008年7月までに、全国のたばこ自動販売機は、
「成人識別たばこ自動販売機」に変わります。

「成人識別たばこ自動販売機」では、成人のみに発行
されるICカード｢taspo（タスポ）｣が必要になります。
｢taspo（タスポ）｣は、お申込みをされる方が成人であ
ることをしっかりと確認・審査した上で発行され、た
ばこ購入の際、自販機にタッチさせることで成人識別
を行います。
未成年者喫煙防止のため、この取組みに、皆様のご理
解とご協力をお願い申し上げます。

taspo（タスポ）の申込・導入開始スケジュール
和歌山県　申込開始－平成20年2月
　　　　　導入開始－平成20年6月

（社会法人 日本たばこ協会　全国たばこ販売協同組合
連合会　日本自動販売機工業会）

概　　要

サービス対象

サービス例

協賛店舗

問い合わせ

未成年者には買わせない。未成年者には買わせない。

団地・室名�安井第2団地101号（1戸）

所　在　地�紀美野町安井205番地

間　　　取�洋室（1）、和室（2）、LDK、トイレ、風呂

敷　　　金�家賃の3ヶ月分

日時：平成19年10月27日（土曜日）　

　　　開始9時30分　　終了15時30分

場所：国保野上厚生総合病院附属看護専門学校

住所：紀美野町小畑165番4

　　　＊国保野上厚生総合病院ななめ向かい

～おねがい～
バザーに出店する品物が不足して
おります。お譲りいただけるもの
がありましたらご協力ください。
Tel.073-489-8500（学校祭実行委員）

学校祭プログラム

メインテーマ

「Heart to Heart（ハートトゥーハート）」

地域との交流

9時30分～

　模擬店／健康チェックコーナー／お茶室コーナー

　展示コーナー　・写真　・文化作品

バザー（13時開始）

14時～15時30分

　アトラクション

　　歌や演奏など

2007・10
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生
涯
学
習
情
報

■
展
示
会

十
一
月
三
日（
土
）・
四
日（
日
）

午
前
九
時
〜
午
後
六
時

十
一
月
五
日
（
月
）

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

館
内
い
っ
ぱ
い
の
展
示
を
し
て
い

ま
す
。

中
央
公
民
館

絵
画
・
生
花
・
書
・
写
真
・
手
芸

文
化
セ
ン
タ
ー

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
作
品

■
児
童
生
徒
発
表

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

十
一
月
三
日
（
土
）

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

子
ど
も
達
が
日
ご
ろ
の
練
習
を
精

一
杯
披
露
し
ま
す
。

■
芸
能
大
会
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

十
一
月
四
日
（
日
）

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

歌
・
舞
踊
・
ダ
ン
ス
・
合
唱
等
満

載
で
す
。

■
茶
席
（
中
央
公
民
館
）

十
一
月
三
日（
土
）〜
五
日（
月
）

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

■
読
み
聞
か
せ
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

十
一
月
三
日（
土
）

午
後
一
時
〜
午
後
二
時

　

「
見
え
な
い
壁
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

　

「
英
語
」
、「
外
国
語
」
、「
外
国
人
」
な

ど
と
い
う
言
葉
を
目
の
当
た
り
に
す

る
と
、
拒
否
反
応
を
示
し
て
し
ま
う

こ
と
は
な
い
で
す
か
。「
言
葉
が
分
か

ら
な
い
か
ら
。
」
と
い
う
理
由
で
見
え

な
い
壁
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
こ
そ
、「
ま
さ
に
見

え
な
い
壁
」
。
実
際
壁
な
ど
何
処
に
も

な
い
の
で
す
。

　

先
日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

た
「
日
中
交
流
企
画
」
に
は
、
小
学
生

か
ら
大
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
中
国
語
に

触
れ
る
方
々
で
し
た
が
、
共
通
の
言

葉
が
な
く
て
も
、
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー

ジ
や
顔
の
表
情
を
駆
使
し
て
、
お
互

い
の
意
思
を
伝
え
、
理
解
し
あ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
」

＝
「
言
葉
が
話
せ
る
」
で
は
な
く
、
言
葉

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
の

ひ
と
つ
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
お
互
い
の
間
に
流
れ
る
空
気

や
、
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
調
和

し
て
、
そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
見
え
な
い
壁
」
を
思
い
切
っ
て
打
ち

砕
い
て
挑
戦
し
て
み
た
ら
、
意
外
と
う

ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
、

言
葉
以
上
の
も
の
を
伝
え
あ
う
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

十
一
月
十
七
日（
土
）

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
九
時
三
十
分

十
一
月
十
八
日（
日
）

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

■
展
示　

リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
、
手
編
み
、
絵
手
紙
、
ち
ぎ
り

絵
、
パ
ソ
コ
ン
、
毛
筆
、
生
け
花
、

保
育
所
、
小
学
校
生
徒
作
品　

他

■
サ
ー
ク
ル
発
表　

茶
席
、
ナ
ツ

メ
ロ
、
料
理
、
人
形
劇　

他

★
詳
し
く
は
十
一
月
号
で

小
川
地
区
公
民
館

　
　
　
　

作
品
展
示
会

　

町
民
歌
発
表
会

　
　
　

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

十
一
月
三
日
（
土
）

　

午
後
一
時
〜
午
後
一
時
二
十
分

山　
　

彦　
　
　

第
28
号
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■
中
央
公
民
館

３
・
10
日　

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！�
��

　
　
　

魚
つ
り
ゲ
ー
ム

17
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ　

　
　
　

（
野
い
ち
ご
の
会
）

24
・
31
日　

コ
ッ
プ
で
実
験

■
文
化
セ
ン
タ
ー

３
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　

（
ほ
た
る
）

10
・
17
日　

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！

　
　
　

魚
つ
り
ゲ
ー
ム

24
・
31
日　

コ
ッ
プ
で
実
験

■
小
川
地
区
公
民
館

19
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ　
　

　
　
　

（
ひ
ま
わ
り
）

■
内
容　

栗
ご
は
ん
･

ハ
ン
バ
ー

グ
・
デ
ザ
ー
ト　

他

■
講
師　

寺
中
佐
知
子
さ
ん

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
、
す
い
と
う　

■
申
込
み　

10
月
15
日
（
月
）
ま
で

に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

４
８
９-

５
９
０
９
）
先
着
30

名
ま
で
。（
保
護
者
の
方
も
ど
う

ぞ
！
）

　

海
草
地
方
の
児
童
生
徒
の
人
権

啓
発
ポ
ス
タ
ー
及
び
携
帯
電
話
の

カ
メ
ラ
等
を
使
っ
た
人
権
写
真
展

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
是
非
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

（
平
成
19
年
度
き
の
く
に
舞
台
芸

術
祭
事
業　

第
40
回
和
歌
山
県
民

文
化
祭
参
加
事
業
）

■
主
催 

星
ふ
る
里
囲
碁
ク
ラ
ブ

■
申
込
み
先　

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

未
来
塾
（
榎
本
）
電
話
４
９

８
・
０
５
２
１
へ

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

10
月
3
日（
水
）

　

午
後
２
時
30
分
〜　

１
時
間

　

（「
ほ
た
る
」の
皆
さ
ん
）

■
中
央
公
民
館

　

10
月
17
日（
水
）

　

午
後
２
時
30
分
〜　

１
時
間

　

（「
野
い
ち
ご
の
会
」の
皆
さ
ん
）

　

中
央
公
民
館
（
保
育
室
）・
文
化

セ
ン
タ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）
で
、
月
曜

〜
金
曜
（
午
後
２
時
〜
５
時
）
の
放

課
後
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
！

【
百　

冊
】

　

高
田
咲
良（
下
小
３
年
）

　

津
崎
実
乃
里（
小
川
小
３
年
）

　

垣
内
優
作（
小
川
小
５
年
）

【
二
百
冊
】

　

前
久
保
雄
貴（
下
小
３
年
）

　

森
谷
秋
穂（
下
小
３
年
）

【
三
百
冊
】

　

山
中
祐
佳
里（
下
小
６
年
）

【
四
百
冊
】

　

畠
山
莉
湖（
野
小
３
年
）

　

田
伏
俊
輝（
野
小
４
年
）

　

前
久
保
美
優（
下
小
１
年
）

　

村
社
綾
音（
下
小
２
年
）

■「
マ
マ
の
友
達
」新

津
き
よ
み
・
著

■「
楽
園 

上･

下
」宮
部
み
ゆ
き
・
著

■「
木
漏
れ
日
に
泳
ぐ
魚
」

恩
田
陸
・
著

■「
男
の
品
格

　
　

―
気
高
く
そ
し
て
潔
く
」

河
北
義
則
・
著

■「
日
本
語
へ
ん
て
こ
て
ん
」

あ
ん
の
秀
子
・
著

■「
ど
う
ぶ
つ
に
ふ
く
を

　
　

き
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

ジ
ュ
デ
ィ
・
パ
レ
ッ
ト
・
著

■「
き
こ
え
る
！
き
こ
え
る
！
」

ア
ン
・
ラ
ン
ド
・
著　

他

■「
長
く
冷
た
い
眠
り
」

北
川
歩
実
・
著

■
「
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
」
畠
中
恵
・
著

■「
指
先
か
ら
ソ
ー
ダ
」

山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ
・
著

■「
晩
夏
の
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
」

あ
さ
の
あ
つ
こ
・
著

■「
う
み
の
ポ
ス
ト
く
ん
」

山
下
明
生
・
文　

村
上
康
之･

絵

■「
ぷ
ぷ
ぷ
う
プ
ウ
タ
の

　
　
　
　

す
て
き
な
み
み
」

神
沢
利
子･

著

■「
ほ
ら
ふ
き
男
爵
の
冒
険
」

ビ
ュ
ル
ガ
ー
・
編　

他

　

み
さ
と
天
文
台
で
は
、
お
盆
特

別
開
館
に
伴
う
臨
時
休
館
を
10

月
17
日
（
水
）
に
と
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
９
月
に
引
き
続
き
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
牛
乳
と
乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
」

10
月
20
日
（
土
）

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

中
央
公
民
館
調
理
室

10
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　

開
場
・
午
後
５
時
30
分

　
　
　
　

開
演
・
午
後
６
時

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

11
月
3
日
（
土
）
〜
８
日
（
木
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

文
化
セ
ン
タ
ー　

ホ
ワ
イ
エ

11
月
３
日
（
土
）午
前
９
時
〜

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
未
来
塾

「
学
校
見
学
週
間
＆
一
日
体
験
授

業
」
10
月
１
日
（
月
）
〜
８
日
（
祝
）

※
一
日
体
験
授
業
10
月
８
日（
祝
）

11
月
10
日（
土
）

■
本
校
特
別
講
師
で
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
宝
子
先
生
に
よ

る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

■
生
徒
に
よ
る
ゴ
ス
ペ
ル（
合
唱
）

■
学
校
施
設
の
見
学

※
詳
し
く
は
り
ら
創
造
芸
術
高
等

専
修
学
校
へ
（
電
話
４
９
７
・

９
１
１
１
）

コ
ン
サ
ー
ト
＆
学
校
見
学
会

中
央
公
民
館

文
化
セ
ン
タ
ー

2007・10
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『
神
野
市
場
お
花
ク
ラ
ブ
』

代
表  

森
谷
美
喜
子

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　

《
1
5
0
0
m
》
親
子
ペ
ア
の
部

小
学
1
年
〜
3
年
男
子
、
女
子

の
部

　

《
2
0
0
0
m
》
小
学
4
年
〜
6

年
男
子
、女
子
の
部

　

《
3
0
0
0
m
》
中
学
男
子
、
女

子
の
部　

高
校
一
般
男
子
、
女

子
の
部
、
50
歳
以
上
男
子
、
女
子

の
部

■
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
ク
ォ
ー
タ
ー

マ
ラ
ソ
ン
1
0
・
5
5
km
）

　

高
校
〜
29
歳
男
子
、女
子
の
部

　

30
歳
〜
49
歳
男
子
、女
子
の
部

　

50
歳
以
上
男
子
、女
子
の
部

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

8
km
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

■
参
加
費

　

小
中
高
校
生　
　

1
0
0
0
円

　

一
般
・
親
子
ペ
ア
2
5
0
0
円

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　
　

3
0
0
円

　

（
年
齢
無
関
係
）（
野
上
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
会
員
及
び
町
内
在
住
の
小

中
学
生
3
0
0
円
高
校
生
5
0
0

円
一
般
・
親
子
ペ
ア
1
5
0
0
円

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
無
料
）

■
申
込
期
間　

11
月
16
日
必
着

■
主
催　

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ

ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
・
紀
美

野
町
・
紀
美
野
町
教
育
委
員
会

■
問
合
せ
先　

中
央
公
民
館

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

大
会
当
日
運
営
を
お
手
伝
い
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
２
日（
日
）、紀
三
井
寺
陸

上
競
技
場
で
海
南
･
海
草
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
主
な
結
果
で
す
。）

【
小
学
男
子
の
部
】■
３
・
４
年
100

ｍ
一
位
久
保
拓
巳
15
秒
39　

二
位

織
田
健
吾
15
秒
79
■
５
・
６
年
100

ｍ
一
位
中
野
尻
祥
13
秒
76
■
４
年

以
下
800
ｍ
一
位
久
保
拓
巳
２
分
55

秒
03　

三
位
田
原
弘
登
３
分
00
秒

94
■
５
・
６
年
800
ｍ
一
位
中
野
尻

祥
２
分
35
秒
30
■
４
年
以
下
走
幅

跳
一
位
久
保
拓
巳
３
ｍ
41　

二
位

織
田
健
吾
３
ｍ
08
■
５
・
６
年
走

幅
跳
二
位
高
松
知
史
３
ｍ
54

【
小
学
女
子
の
部
】
■
１
・
２
年
100

ｍ
二
位
中
浴
成
美
19
秒
27
■
３
・

４
年
100
ｍ
三
位
上
中
麻
瑚
17
秒
47

■
５
・
６
年
100
ｍ
一
位
細
峪
由
麻

15
秒
17　

二
位
西
川
実
里
15
秒
74

■
４
年
以
下
800
ｍ
一
位
東
田
明
莉

３
分
17
秒
22　

二
位
上
中
麻
瑚
３

分
28
秒
87
■
５
・
６
年
800
ｍ
一
位

細
峪
由
麻
２
分
56
秒
23　

三
位
丸

畑
七
海
３
分
12
秒
08
■
４
年
以
下

走
幅
跳
三
位
上
中
麻
瑚
２
ｍ
88
■

５
・
６
年
走
幅
跳
一
位
西
川
実
里

３
ｍ
67　

二
位
井
上
明
日
美
３
ｍ

51
■
５
・
６
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

二
位
吉
田
侑
未
29
ｍ
68

木
造
薬
師
如
来
立
像
（
有
形
文
化
財
）

時
代　

平
安
後
期
〜
鎌
倉
初
期

構
造　

檜
材
、
寄
木
造
、
彫
眼

所
在
地　

奥
佐
　々

薬
師
寺

　

檜
材
、
寄
木
造
、
彫
眼
。
漆
箔
仕

上
げ
の
通
形
の
薬
師
如
来
で
す
。
構

造
は
、
頭
部
後
ろ
で
前
後
に
割
矧

ぎ
、
割
首
と
し
て
、
躰
部
は
襟
後
ろ

で
縦
に
割
矧
い
で
い
ま
す
。
両
袖
口

の
外
側
も
縦
に
矧
寄
せ
。
両
手
首
、

両
足
先
各
後
補
。
白
毫
水
晶
嵌
入

（
は
く
ご
う
す
い
し
ょ
う
か
ん
に
ゅ

う
）
。
肉
髻
珠
欠
失
（
に
く
け
い

じ
ゅ
け
つ
し
つ
）
。
耳
朶
環
状
（
じ

だ
か
ん
じ
ょ
う
）
。
光
景
・
台
座
・

持
物
は
全
て
後
補
。
像
容
は
、
福

井
・
清
水
寺
の
十
一
面
観
音
像
と
比

較
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
面
相
、

肉
身
部
の
起
伏
、
量
感
、
衣
文
の
彫

り
、
全
体
の
均
衡
な
ど
、
そ
の
何
れ

を
と
っ
て
も
、
整
っ
た
穏
和
な
表
現

と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
洗
練
度
の

高
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て

眼
瞼
裂
の
刻
み
方
に
は
若
干
写
実
的

な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
構
造
等
前
に
記

し
た
諸
点
か
ら
見
て
、
平
安
後
期
か

ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
こ
ろ
に
中

央
で
制
作
さ
れ
た
も
の
と
見
て
相
違

な
い
で
し
ょ
う
。

12
月
16
日（
日
）
ふ
れ
あ
い
公
園
、動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
周
辺

神
野
市
場
お
花
ク
ラ
ブ
は
、

十
数
年
前
に
「
町
民
一
人
一
趣

味
運
動
」
を
機
に
発
足
し
、
メ

ン
バ
ー
は
交
代
し
な
が
ら
も
定

着
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
会
員

は
６
名
で
、
毎
月
第
１
・
３
火

曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
創
作
館

で
開
催
し
て
お
り
、
笹
田
武
先

生
（
未
生
流
）
の
指
導
を
仰
い
で

い
ま
す
。
先
生
か
ら
は
華
道
の

理
論
、
流
儀
を
教
わ
り
、
盛
花

は
四
季
折
々
の
花
材
の
持
つ
自

然
な
姿
を
生
か
し
自
分
流
に
個

性
の
あ
る
表
現
を
試
み
、
同
じ

花
材
で

も
表
現

は
メ
ン

バ
ー
６

人
流
で

魅
力
的

で
す
。

ま
た
、

月
に
２

回
顔
を

あ
わ
せ
そ
の
時
々
の
話
題
触
れ
、

知
識
を
高
め
お
互
い
に
交
友
を
深

め
ら
れ
る
こ
と
も
嬉
し
く
、
生
涯

学
習
の
一
端
と
し
て
み
ん
な
楽
し

く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
入
会

希
望
の
方
は
大
歓
迎
で
す
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
連
絡
先
】
４
９
５
・
２
２
２
２
森
谷

2007・10
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歌

の

小

道

流
灯
の
わ
づ
か
の
波
に
戻
り
け
り�

手
拝
て
る
代

夫
の
待
つ
対
岸
遠
く
天
の
川�

馬
谷
富
貴
子

自
転
車
の
並
ぶ
駄
菓
子
屋
夏
休
み�

口
井
ト
シ
子

松
の
影
映
す
白
壁
良
夜
か
な�

湯
上
ひ
と
み

山
門
に
燭
受
く
る
列
流
灯
会�

池
上
幸
子

秋
遍
路
杖
を
持
ち
上
げ
御
廟
橋�

松
山
亜
以
子

縁
台
に
大
の
字
に
寝
て
天
の
川�

三
角
裕
美

西
日
中
門
口
に
置
く
回
覧
板�

岩
橋
卓
二

伸
び
き
り
し
花
を
ば
つ
さ
り
厄
日
前�

鈴
木
惇
子

清
清
し
初
夏
朝
落
枝
を

　
　
　
　
　
　
　

除
き
つ
つ
行
く
生
石
ヶ
峰
へ�

竹
本
セ
ツ
子

白
・
朱
と
ハ
ス
の
茎
伸
び
咲
き
出
で
し

　
　
　
　
　
　
　

昔
使
っ
た
風
呂
釜
の
中�

段
木
幸
代

つ
と
退
き
て
ま
た
近
づ
き
て
鬼
や
ん
ま

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
複
眼
は
わ
れ
を
捉
ふ
や�

山
本
綾
子

台
風
の
過
ぎ
し
な
ご
り
の
夕
の
風

　
　
　
　
　
　
　

水
密
桃
の
甘
き
に
た
ら
ふ�

吉
村
紀
子

山
椒
の
香
か
す
か
に
残
る
指
先
に

　
　
　
　
　
　
　

今
日
は
職
場
の
タ
オ
ル
を
た
た
む�

西
佐
古
祐
子

猛
暑
で
も
夜
は
早
々
と
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　

涼
し
き
気
温
に
吾
を
忘
る
る�

森
下
玉
子

紅
つ
つ
じ
映
ゆ
る
川
面
に
鮎
の
子
の

　
　
　
　
　
　
　

泳
ぎ
て
ゆ
ら
す
水
は
虹
色�

寺
岡
幸
子

こ
の
暑
さ
猛
暑
に
あ
え
ぐ
昨
日
今
日

　
　
　
　
　
　
　

あ
と
幾
日
の
夏
を
残
す
や�

梶
谷
美
瑳
子

【
お
詫
び
と
訂
正
】

9
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

庭
隅
に
枯
草
焚
き
て
ひ
と
日
暮
れ
焚
火
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ
手
に
の
こ
り
ゐ
つ�

角
谷
と
し
み

　

天
体
望
遠
鏡
は
、
鏡
筒
、
架

台
、
脚
の
3
つ
の
部
分
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
架
台
は
見
た
い
星
に
望

遠
鏡
を
向
け
る
と
き
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
回
の
天
文
教
室
で
は
、
架

台
、
特
に
赤
道
儀
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

　

夜
空
の
星
々
は
、
太
陽
の
よ
う

に
お
よ
そ
東
か
ら
西
へ
と
動
い
て

見
え
ま
す
。
そ
の
動
く
星
を
常
に

望
遠
鏡
の
視
野
の
中
に
入
れ
て
お

く
方
法
と
し
て
、
赤
道
儀
が
と
て

も
有
効
な
の
で
す
。

　

赤
道
儀
は
、
見
た
目
複
雑
な
形

を
し
て
い
る
の
で
、
見
慣
れ
な
い

人
に
と
っ
て
は
と
っ
つ
き
に
く
い

物
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
形
に
こ
そ
私
た
ち
が
望
遠
鏡

で
き
れ
い
な
星
を
長
時
間
見
る
こ

と
の
で
き
る
秘
密
が
隠
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

天
文
教
室
で
は
、
こ
の
赤
道
儀

の
し
く
み
と
秘
密
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

・
10
月
14
日（
日
）午
後
2
時
〜

・
講
師　

智
多
淳
一
（
研
修
員
）

・
参
加
費
無
料

・
予
約
不
要

・
問
い
合
わ
せ
は
み
さ
と
天
文
台

へ
　

2
学
期
は
、
体
育
祭
・
交
流
学

習
・
文
化
祭
（
意
見
発
表
会
・
歌

声
コ
ン
ク
ー
ル
・
演
劇
）
・
マ
ラ

ソ
ン
大
会
等
行
事
が
目
白
押
し
で

す
。
生
徒
達
は
、
ど
の
行
事
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
、
学
校
の
中

は
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
一
年
生
の
「
交
流
学
習
」
の

紹
介
を
い
た
し
ま
す
。
こ
の
「
交

流
学
習
」
は
、
「
養
護
学
校
の
生

徒
と
の
交
流
を
通
し
て
、
お
互
い

を
正
し
く
理
解
し
、
共
に
助
け
合

い
、
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
友
情
を

深
め
、
さ
ら
に
学
び
あ
い
、
育
ち

合
え
る
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
」

を
目
的
に
和
歌
山
大
学
教
育
学
部

付
属
養
護
学
校
中
学
部
と
昭
和
57

年
に
第
1
回
を
開
催
し
て
以
来
26

回
目
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
取
り
組

み
で
す
。
本
年
度
か
ら
養
護
学
校

の
学
校
名
が
、
和
歌
山
大
学
教
育

学
部
付
属
特
別
支
援
学
校
中
学
部

と
な
り
ま
す
が
、
先
輩
達
が
作
り

上
げ
て
き
た
こ
の
交
流
学
習
を
受

け
継
ぎ
、
成
功
さ
せ
よ
う
と
夏
休

み
か
ら
当
日
行
う
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

の
練
習
を
し
た
り
、
自
己
紹
介

カ
ー
ド
を
一
生
懸
命
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
本
年
は
、
9
月
27
日
（
木
）

に
、
美
里
農
村
セ
ン
タ
ー
で
、
本
校

1
年
17
名
と
和
大
付
属
特
別
支
援

学
校
生
徒
15
名
が
参
加
し
、
楽
し

い
1
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

は
つ
な
つ

あ
か

い

よ

あ
し
た

2007・10
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消

防

だ

よ

り

消

防

だ

よ

り

消

防

だ

よ

り

●火災発生件数‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1件
【事故別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 　 　 病

一 般 負 傷

交 通 事 故

そ の 他

合 　 計

41（ ２ ）

７（ 　 ）

３（ 　 ）

５（ 　 ）

56（ ２ ）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

41（ ２ ）

７（ 　 ）

３（ 　 ）

５（ 　 ）

56（ ２ ）

※（　　　）内については、ドクターヘリ要請

講
習
内
容

 

（
1
）心
肺
蘇
生
法
の
習
得

 

（
２
）出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

 

（
３
）そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す

る
こ
と

講
習
時
間

午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
の
3

時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所

 

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料

 

無 

料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先

紀
美
野
町
消
防
本
部
警
防
課
ま

で（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
３-

４
８
９-

６
３
０
２

）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
又
、
現
在
修

了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回
受

講
し
て
か
ら
今
年
中
に
2
年
を

迎
え
る
方
は
、
再
講
習
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
11
月
4
日（
日
）

　

ガ
ス
の
ニ
オ
イ
に
気
が
つ
い
た

時
、
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
が
鳴
っ
た

時
の
対
応
を
日
頃
か
ら
確
認
し
て

お
い
て
下
さ
い
。

（
ガ
ス
漏
れ
時
の
対
応
）

・
室
内
の
火
は
全
部
消
し
ま
す
。

・
ガ
ス
栓
、器
具
栓
を
閉
め
ま
す
。

・
窓
や
戸
を
大
き
く
開
け
て
ガ
ス

を
追
い
出
し
ま
す
。

・
販
売
店
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

（
ガ
ス
漏
れ
時
の
注
意
）

・
マ
ッ
チ
を
す
っ
た
り
、
タ
バ
コ

を
吸
っ
た
り
し
な
い
で
下
さ

い
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
や
ス
イ
ッ
チ
に
触

れ
る
な
ど
着
火
の
原
因
と
な
る

こ
と
は
避
け
て
下
さ
い
。

・
換
気
扇
は
絶
対
に
回
さ
な
い
こ

と
、
ま
た
回
っ
て
い
る
換
気
扇

は
そ
の
ま
ま
で
、
手
を
ふ
れ
な

い
こ
と
!!

（
地
震
の
時
は
・
・
・
）

火
を
全
部
消
し
、
ガ
ス
栓
・
器

具
栓
を
閉
め
ま
す
。

揺
れ
の
お
お
き
い
時
は
お
さ

ま
っ
た
後
で
、
容
器
バ
ル
ブ
も

閉
め
て
下
さ
い
。

（
容
器
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
る
と

き
は
時
計
と
同
じ
右
回
し
で

す
。）

小
型
容
器
の
使
用
の
際
は
次
の
こ

と
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

（
５
kg
、３
kg
、２
kg
が
あ
り
ま
す
。
）

・
容
器
が
倒
れ
に
く
い
よ
う
に
平

ら
な
場
所
に
お
い
て
下
さ
い
。

・
直
射
日
光
や
火
気
の
な
い
と
こ

ろ
に
置
い
て
下
さ
い
。

・
容
器
は
横
に
寝
か
せ
て
使
用
し

な
い
で
下
さ
い
。

・
容
器
は
風
通
り
の
よ
い
室
外
に

保
管
し
て
下
さ
い
。

ガ
ス
の
ニ
オ
イ
に

　
　

気
が
つ
い
た
時
・・
・

災
害
時
の
対
策

（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
編
）

（
火
災
の
時
は
）

・
可
能
で
あ
れ
ば
、
容
器
バ
ル
ブ

を
閉
め
て
、
消
防
署
員
に
容
器

の
位
置
を
知
ら
せ
て
下
さ
い
。

（
洪
水
の
時
は
）

・
可
能
で
あ
れ
ば
、
容
器
バ
ル
ブ

を
閉
め
、
容
器
が
倒
れ
た
り
流

さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
ロ
ー
プ

等
で
固
定
し
て
下
さ
い
。

区　間：貝塚IC～吉備IC間、泉佐野JCT～りんくうJCT間
時間帯：平日15時～17時　対象：ETC車限定
　　　　※但し、上記IC間のみの走行に限り割引適用
詳しくは、紀美野町役場広報冊子コーナー・道の駅に設置してあります
リーフレット、またはNEXCO西日本ホームページ等をご覧下さい。
NEXCO西日本ホームページ：http://www.w-nexco.co.jp/
問い合わせ先：近畿地方整備局 道路部 道路計画第二課内 
　　　　　　　近畿地区高速道路料金社会実験協議会
　　　　　　　事務局　06-6942-1141（内線：4251、4252）

阪和自動車道で料金割引30％OFFの社会実験実施中！

2007・10

平成19年度　第２回

�・家庭の一般のごみは、搬入できません。

�・雨天決行、警報（大雨、洪水、暴風）が発令
　されている場合は中止とします。

町民一斉清掃 10月21日（日）

紀美野町役場　489-2430
青少年センター　489-5909

お問い合わせ
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編 集 後 記
　10月、朝夕めっきり涼しく、秋の気配を感じるようになり

ました。

　スポーツに行楽にと絶好の季節を迎えました。生石高原の

ススキも見ごろとなり、休日には多くの人出でにぎわってい

ます。

　皆さん、思い思いの秋を楽しんでください。

人の動き

10月10月

2007・10

　「行政相談制度」は、総務省が推進している制度で、みな
さまから役所や特殊法人などの仕事に関する苦情を受付
け、その解決を図ることで行政運営の改善に役立てようと
するものです。
　このため、総務省では、みなさまの身近な相談役として、
公平・中立な立場にある民間の方を「行政相談員」に委嘱し
て、全国の市町村に配置しています。
　当町を担当する行政相談委員は、
　　中絵図美年代さん《紀美野町西野166番地》
　　森谷美喜子さん《紀美野町神野市場377番地2》です。
「行政相談週間」には次の日程で、行政相談委員が行政相談
所を開設します。相談は無料で、秘密は固く守られます。お
気軽にご利用ください。

【定例相談】
　日　時　10月17日（水）　午後1時から午後3時まで
　場所及び相談員
　　中央公民館２階会議室（中絵図美年代行政相談委員）
　　紀美野町役場神野支所２階会議室
　　　　　　　　　　　　　（森谷美喜子行政相談委員）
【巡回相談】
　日　時　10月18日（木）　午後1時から午後3時まで
　場所及び相談員
　　志賀野出張所（中絵図美年代行政相談委員）

　日　時　10月19日（金）　午後1時から午後3時まで
　場所及び相談員
　　小川出張所（中絵図美年代行政相談委員）

10月15日～21日は行政相談週間です

「社員の安心を守るのは社長の責任であり社
会の義務です。社員、従業員、アルバイトなど
1人でも雇っている会社は、すぐに労働保険
に加入を！」

　まだ、労働保険へ加入をお済みでない事業
主の方は下記労働基準監督署若しくは公共
職業安定所（ハローワーク）で加入手続きを
行ってください。また、加入の手続きなどの
詳細につきましては和歌山労働局又は労働
基準監督署若しくは公共職業安定所（ハロー
ワーク）までお問い合わせください。

　労働保険（労災保険と雇用保険の総称）と
は政府が行っている保険で、事業主が労働者
を1人でも雇用すれば加入しなければなら
ない強制保険です。

※労災保険とは労働者が仕事や通勤によっ
て怪我や病気になったときなどに治療費等
必要な保険給付を行うものです。
　雇用保険とは労働者が失業した場合等に
おいて失業手当等給付を行うものです。

☆労働基準監督署
　　　　和歌山……TEL 073-431-0211
☆公共職業安定所（ハローワーク）
　　　　海　南……TEL 073-483-8609

10月1日～31日は
　　労働保険適用推進月間です
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消火栓使用訓練（長谷地区）

地
域
で
災
害
に
そ
な
え
る
!!

地
域
で
災
害
に
そ
な
え
る
!!

　

1
9
2
3
年
（
大
正
12
年
）
9
月
1
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
の

教
訓
を
忘
れ
な
い
と
い
う
主
旨
と
、
こ
の
時
期
に
多
い
台
風
・
集
中
豪

雨
等
へ
の
心
構
え
を
含
め
て
、
9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」
と
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

紀
美
野
町
で
も
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の
発
生
が
予
測
さ
れ
て

い
る
な
か
、
地
域
防
災
計
画
の
策
定
や
災
害
時
の
迅
速
な
対
応
を
図

る
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
、
町
内
各
地

域
に
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
で
災
害
に
備
え
る

取
組
み
も
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
先
月
、「
防
災
の
日
」
に
因
ん
だ
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
9
月
2
日
（
日
）
午
前
9
時

か
ら
長
谷
地
区
自
主
防
災
組
織
の

防
災
訓
練
が
長
谷
プ
ー
ル
横
の
空

き
地
で
、
ま
た
、
午
後
1
時
30
分

か
ら
は
動
木
地
区
自
主
防
災
組
織

の
防
災
訓
練
が
野
上
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

残
暑
き
び
し
い
中
、
参
加
者
は

地
元
消
防
団
の
方
々
の
ご
協
力
を

得
て
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

訓
練
を
は
じ
め
消
火
器
使
用
訓

練
、
消
火
栓
使
用
訓
練
、
応
急
処

置
訓
練
（
動
木
地
区
の
み
）
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
訓
練
を
き
っ
か
け
に
災
害

に
対
す
る
心
構
え
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

各
自
主
防
災
組
織
で
防
災
訓
練

等
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
紀

美
野
町
役
場
防
災
課
【
4
8
9-

8
1
1
1
】ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

防

災

訓

練

を

実

施

!!

長
谷
地
区
自
主
防
災
組
織

動
木
地
区
自
主
防
災
組
織

消火器使用訓練（長谷地区）

消火栓使用訓練（長谷地区）起震車による地震体験訓練（動木地区）

礼式訓練

ポンプ中継訓練

自
主
防
災
組
織
と
は

　

災
害
等
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、
住
民

が
連
帯
協
同
し
て
地
域
の
実

情
に
応
じ
自
主
的
に
設
置
運

営
す
る
防
災
組
織
で
す
。
現

在
、
町
内
に
は
16
の
自
主
防

災
組
織
が
あ
り
ま
す
。

紀美野町消防団訓練実施
　

残
暑
の
厳
し
い
中
、

紀
美
野
町
消
防
団
が
、

去
る
9
月
9
日
（
日
）
、

農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

50
名
の
幹
部
団
員
を
対
象
と
す
る

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

訓
練
は
、
消
防
本
部
の
指
導
に

よ
り
、
訓
練
礼
式
、
ポ
ン
プ
中
継

訓
練
、
普
通
救
命
講
習
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
な
内
容
で
行

わ
れ
、
訓
練
に
参
加
さ

れ
た
幹
部
団
員
の
み
な

さ
ん
は
、
終
日
汗
ま
み

れ
に
な
り
、
熱
心
に
訓

練
に
励
ま
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
を
受
け
ら
れ
た

幹
部
団
員
さ
ん
に
は
、

町
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
、
訓
練
の
成

果
を
十
二
分
に
発
揮
さ

れ
、
団
員
の
指
導
育
成

と
と
も
に
消
防
職
員
と

一
致
団
結
し
て
、
地
域

の
安
全
と
安
心
の
確
保

に
尚
一
層
の
ご
活
躍
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
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